FOMA 端末から利用できるデータ通信について . 

ご利用にあたっての留意点 . 

お使いになる前に . 

午，一4涵传の职五一曽 . 

データ転送 （ OBEXTM 通信）の準備の流れ . 

データ通信の準備の流れ . 

FOMA 端末とパソコンを接続する . 

インス I -ール/アンインス I -ール時の注意点 . 

L 705 iX 通信設定ファイル（ドライバ）をインス!-ールする . 

インス!-ールした L 705 iX 通信設定ファイル（ドライバ）を確認する 
L 705 iX 通信設定ファイル（ドライバ）をアンインス!-ールする •••• 

FOMA PC 設定ソフトを使って通信の設定を行う 

FOMA PC 設定ソフトについて . 

FOMA PC 設定ソフトを使用した通信設定の順序 . 

FOMA PC 設定ソフトをインス I ルする . 

通信の設定を行う . 

設定した通信を実行する . 

FOMA PC 設定ソフトをアンインス I -ールする . 

通信設賴適化 . 

接続先 （ APN ) の設定 . 

FOMA PC 設定ソフトを使わすに通信の設定を行う 

ダイヤルアップネットワークの設定 . 

通信紐3 . 

AT コマンドについて . 

A ■•コマン 「— fc . 


FOMA @ L705iX パソコン接続マニュアル 


バソコン接続マニュアルについて 

本マニュアルでは 、 FOMA L 705 iX でデータ通信をする際に必要な事項についての説明をはじめ、 CD - 
R 0 M 内の 「 L 705 iX 通信設定ファイル（ドライバ )」 「FOMA PC 設定ソフト」のインス!ル方法などを 
説明しています。お使いの環境によっては操作手順や画面が一部異なる場合があります。 
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FOMA 端末か 5 利用できる 
データ通信について 


FOMA 端末をパソコンと接続して、バケツト通信と 
データ転送 （ OBEX TM 通信）によるデータ通信をご利 
用いただけます。 

• 64 K データ通信には対応していません。 

• Remote Wakeup には対応していません。 

• FAX 通信はサボートしていません。 

• ドコモの PDA 「 musea 」 や 「sigmarion n」「sigmarion 
in 」 には対応していません。 


F —夕転送 （ OBEX ™ 通信) 


画像や音楽、電話帳、メールなどのデータを、他の 
FOMA 端末やパソコンなどとの間で送受信します。 



• FOMA 充電機能付 USB 接続ヶーブル01/ 〇2(別売) 

• micraSD メモリーカード 
• ドコモケータイ datalink 


パケット通信 


送受信したデータ量に応じて通信料金がかかる〜通信方 
式です。ネットワークに接続したままの状態で必要なと 
きにのみデータを送受信する使いかたに適しています。 
通信環境やネットワークの混雑状況の影響により通信速 
度が変化するベストエフオート方式による提供です。 

ドコモのインターネット接続サービス 「mopera U 」 
など、 FOMA バケット通信に対応した接続先を利用し 
て、受信最大 7.2 Mbps / 送信最大 384 kbps (ベス 
トエフオート方式）※ 2 の速度でデータ通信を行うこと 
ができます。 

※ l :多量のデータ通信を行うと、通信料金が高額になり 
ますのでご注意ください。 

※2 : • 最大 7.2 Mbps _最大 384 kbps とは、技術規格上 
の最大値であり、実際の通信速度を示すものでは 
ありません。実際の通信速度は、ネットワークの 
混み具合や、通信環境により異なります。 

• 最大 7.2 Mbps による通信は、ネットワークが対応 
後にご利用可能となります。 

• FOMA 八イスピードエリア外や mopera など HIGH - 
SPEED に対応していないアクセスポイントに接続 
するときは、送受信ともに最大 384 kbps による通 
信となります。 


FOMA L 705 iX は、海外でも W - CDMA のパケット通 
信に対応したアクセスポイントを利用して、データ通 
信ができます。 


ご利用にあたつての留意点、 


インターネットサービスプ□バイダの利用 
料について 


インターネットを利用する場合は、ご利用になるイン 
ターネットサービスプ□バイダ（以降プ□バイダ）に 
対する利用料が必要になります。この利用料は 、 FOMA 
サービスの利用料とは別に直接プ□バイダにお支払い 
いただきます。利用料の詳細については、ご利用のプ 
□バイダにお問い合わせください。 

ドコモのインターネット接続サービス 「 moperaU 」 
または rmoperaj をご利用いただけます。 「mopera 
UJ をご利用いただく場合は、お申し込みが必要（有 
料）となります。 「 mopera 」 をご利用いただく場合 
は、お申し込み手続き不要、月額使用料無料です。 


接続先（プ□バイダなど）の設定について 


パケット通信を行うときはパケット通信対応の接続 
先をご利用ください。 

• DoPa のアクセスポイントには接続できません。 


ネットワークアクセス時のユーザ認証につ 
いて 


接続先によっては、接続時にユーザ認証 （ ID とパス 
ワード）が必要な場合があります。その場合は、通信 
ソフト（ダイヤルアップネットワーク）で ID とパス 
ワードを入力して接続してください。 ID とパスワード 
は接続先のプ□バイダまたは接続先のネットワーク 
管理者から付与されます。詳細については、プ□バイ 
ダまたは接続先のネットワーク管理者にお問い合わ 
せ < ださい。 


パケット通信の条件 


FOMA 端末とパソコンなどを接続して通信を行うに 
は、次の条件％が必要になります。ただし、条件が整っ 
ていても基地局の混雑状況や電波状態によって通信 
できないことがあります。 

• FOMA 充電機能付 US 巳接続ケーブル01/02 (別売） 
がヾ利用できるパソコンであること 

• F 0 MA サービスエリア内であること 

• アクセスポイントが F 0 MA のバケツト通信に対応して 
いること 

※：日本国内の場合です。 






























データ通信を利用するためのパソコンの動作環境は 
次のとおりです。 


項目 

必要環境 

パソコン本体 

• PC-AT 互換機で CD-ROM ドライブ 
が使用できる機器 

• USB ポート (Universal Serial Bus 
Specification Revl .1/ 2.0準拠) 

• ディスプレイ解像度 800 X 6 ◦〇 
ドット、 High Color (65,536色) 
以上を推奨 

C^i 

• Windows Vista、Windows XP ' 
Windows 2000 (各日本語版） 

必要メモリ 

• Windows Vista : 512 M バイト以上 

• Windows XP :1 28 M バイト以上※ 2 

• Windows 2000 : 64 M バイト以上※ 2 

八ードデイス 
ク容量 

• 5 M バイト以上の空き容量※ 2 


※ l : 0 S アップグレードからの動作は保証いたしかねます。 
※2:必要メモリ、八ードディスク容量は、パソコンのシ 
ステ厶構成によって異なる場合があります。 


• メニューが動作する推奨環境は Microsoft Internet 
Explo 「 e 「6 .◦以降です。 

CD - ROM をセットしてもメニューが表示されない場合 
は次の手順で操作してください。 

① 「スタート」 ► 「マイコンピュータ」を順にクリック 
する 

② CD - ROM のアイコンを右クリック ► 「開く」を選択 

③ 「 index . html 」 をダブルクリックする 

※： Windows Vista の場合、推奨環境は Microsoft 
Internet Explo 「 e 「7.0 以降です。 

付属の CD - ROM をパソコンにセットすると、次のよ 
うな警告画面が表示される場合があります。この警告 
は 、 Microsoft Internet Explorer のセキユリテイの 
設定によって表示されますが、使用には問題ありませ 
ん〇 

[はい]をクリックしてください。 

• 画面は Windows XP を使用した場合の例です。お 
使いのバソコンの環境により異なる場合がありま 
す。 
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必要な 

機 

器について 


データ通信を利用するには、 FOMA 端末とパソコン以 

外に次の機器、およびソフトウェアが必要です。 

• FOMA 充電機能付 US 巳接続ケーブル01/02 (別売） 

または FOMA USB 接続ケーブル（別売） 

• FOMA L 705 iX 用 CD-ROM (付属品） 

お知らせ 

• USB ケーブルは、専用の F 0 MA 充電機能付 USB 
接続ケーブル01/02、または FOMA USB 接続 
ケーブルをお買い求めください。パソコン用の 
USB ケーブルはコネクタ部の形状が異なるため使 
用できません。 

• 本割よ、 F 0 MA 充電機能付 US 巳接続ケーブル01/ 

〇2を使用した場合の説明となっています。 

• USB HUB を使用すると、正常に動作しない場合 
があります。 



■ APN : 

Access Point Name の略です。パケツト通信の接 
続先（プ□バイダや LAN など）を識別するときに使 
用されます。例えば、ドコモのインターネツト接続 
サービス rmopera UJ の APN は 「 mopera . net 」 
となります。 

■ cid : 

Context Identifier の略です。バケツト通信の接続 
先 （ APN ) を F 0 MA 端末に登録するときに付ける 
登録番号です。本 F 0 MA 端末では1〜11までの cid 
を使って11件の APN を登録できます。 

■ DNS : 

Domain Name System の略です。 URL などに含 
まれる 「 nttdocomo . co . jp 」 などの表現を、コン 
ピュータが読み込めるように数字のみのアドレス 
に変換するシステムです。 

■ PDP type : 

PDP は 、 Packet Data Protocol の略です。パケツ 
卜通信の方式を表します 。 FOMA L 705 iX は、通 
常は PPP 接続方式と IP 接続方式に対応しており、 
プ□バイダなど接続先が指定する方式を選択でき 
ます。 

接続先が指定する PDP type につきましては、プロ 
バイダまたは接続先のネツトワーク管理者にお問 
い合わせください。 

■ QoS : 

Quality of Service の略です。ネツトワークのサー 
ビス品質を示します。 F 0 MA 端末ではデータの通信 
速度の条件を指定できます。％ 

※：接続時の速度は通信状況などによって可変します。 
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■通信設定最適化： 

FOMA ネットワークでバケット通信を行うときに、 
TCP / IP の伝送能力を最大限に生かすための TCP 
パラメータです。 

FOMA 端末の通信性能を最大限に活用するには、 
TCP パラメータの最適化が必要となります。 
■パソコンの管理者権限： 

Windows のシステムのすべてにアクセスできる権 
限のことです。通常、管理者権限を持たないユー 
ザー（アカウント）は、 L 705 iX 通信設定ファイル 
(ドライバ）や FOMA PC 設定ソフトなどのインス 
I -ール/アンインストールができません。 


データ 転送 (OBEXTM 通信) 
の準備の流れ 


FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル01/02 (別 
売）をご利用になる場合には、 L 705 iX 通信設定ファ 
イルをインス I ''ールしてください。 



データ通信の準備の流れ 


FOMA 端末とパソコンを接続してバケツト通信を利 
用する場合の準備の流れは次のとおりです。 



L 705 iX 通信設定ファイルと FOMA PC 設定ソフト 
について 

L 7051 X 通信設定ファイル（ドライバ） 

FOMA 端末とパソコンを FOMA 充電機能付 USB 接続 
ケーブル〇1/〇2で接続して、バケット通信やファイ 
ル転送をするために必要なソフトウェア（ドライバ） 
です。 

FOMA PC 設定ソフト 

パケット通信の接続先 ( APN ) やダイヤルアップなど 
の設定を簡単に行うためのソフトウェアです。 
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FOMA 端末とバソコンを接 
続する 


FOMA 端末とパソコンを FOMA 充電機能付 USB 接 
続ケーブル01/02 (別売）で接続する方法について 
説明します。 


USB モード設定 

USB モードを設 

定 

する 


FOMA 端末の 「 USB モード設定」を「通信モード」に 
します。 


0 [メニュー] ► 0(設定) ► 「その他」 ► 
「 USB モード設定」 


USB モ-ド設定 



「通信モード」 


FOMA 端末とパソコンを FOMA 充電機能付 
USB 接続ケーブル01/02(別売)で接続する 


FOMA 端末の外部接続端子キャップを 
開け ( O )、 F 0 MA 充電機能付 USB 接続 
ケーブル01/02の外部接続コネクタ 
をラベル面を上にしてまっすぐ「カチッ」 
と音がするまで差し込む(❷） 

FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル 
01/02の USB コネクタをパソコンの 
USB 端子に接続する(❸） 



: D か） 

① FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル01/02(別 
売）の外部接続コネクタのリリースポタンを押しな 
がら、まっすぐ引き抜く（❶） 



②パソコンの USB 端子から FOMA 充電機能付 USB 
接続ケーブル01/02を弓|き抜く（❷） 


お知らせ 

• 通信の切断、誤動作、データ消失の原因となるた 
め、データ通信中に FOMA 充電機能付 USB 接続 
ケーブル01/02を取り外さないでください。 

• FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル〇1/〇2の 
コネクタは無理に接続しないでください。故障の原 
因となります。各コネクタの向きや角度が正しくな 
いと、接続できません。各コネクタの向きや角度が 
正しいときは、強い力を入れなくてもスムーズに接 
続できるようになっています。うまく接続できない 
ときは、無理に行わずに、もう一度コネクタの向き 
や角度、形状などを確認してください。 

• FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル01/02は 
無理に取り外さないでください。無理に引っ張ろう 
とすると故障の原因となります。 
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インス!^ール/アンインス 
卜ール時の注意点 


L 705 iX 通信設定ファイル（ドライバ）や FOMA PC 
設定ソフトのインス I -ール/アンインストール時は、 
次の点にご注意ください。 

• インストール/アンインストールを行う場合は、必ずパ 
ソコンの管理者権限を持ったアカウントで行ってくださ 
し、。それ以外のアカウントでインス!ル/アンインス 
I ルを行うとエラーになります。パソコンの管理者権 
限に関する設定や操作については、各パソコンメーカま 
たはマイク□ソフト社にお問い合わせください。 

• インス!ル/アンインス!ルを行う前に、他のソフ 
トウェアが稼動していないことを確認してください。稼 
動している場合は、ソフトウェアを終了させてから行っ 
てください。 

Windows Vista の場合 

「ユーザーアカウント制御」画面が表示された場合 
は、「許可」または「続行」をクリックするか、パ 
スワードを入力して [0 K ] をクリックしてくださ 
し)。パソコンの管理者権限に関する設定や操作につ 
いては、各パソコンメーカまたはマイク□ソフト社 
にお問い合わせください。 


L 705 IX 通信設定ファイル（ド 
ライパ）をインストールする 


FOMA 端末とパソコンをはじめて FOMA 充電機能付 
USB 接続ケーブル01/02 (別売）で接続する場合 
は、 L 705 iX 通信設定ファイルをインストールしてお 
く必要があります。 

• L 705 iX 通信設定ファイルのインス I ルは、必ず FOMA 
端末とパソコンが接続されていない状態で開始してくだ 
さい。 

• 操作の前に、必ず「インス I ル/アンインス I ル時 
の注意点」 （ P 5) を参照してください。 


Windows Vista にインストール 
する場合 


FOMA L 705 iX 用 CD - ROM をパソコン 
にセツトする 

「FOMA L 705 iX CD - ROM 」 画面が表示されま 
す0 


NTT DoCoMo CD-ROM [TOP] - Windows Internet Explorer 

E:¥index.html ▼卜 X |「Live Search P -1 

合ぬ 1 ^ NTT DoCoMo CD-ROM fTOPl I 1 ぬ ▼ El ▼喊 ▼ ペー ▼ l なツ—ル CQ } ▼ » 

NTT DoCoMo CD-ROM Do ^ Mo ' 


I エンターテイメント 

j ツール， 



デー^リンクソフト 
各種股定ソフト 

_ 取扱脱明書 

1 鋒ィンターネット嫌 

NTT ドコモホームべ■ジ 

この CD-ROMgl ご矛1调にあたって 

/ 1 . 

/ / L 705 IX 

m cd - rom 

© 2008 NTT DoCoMo, fric. All Rights Reserved. 

角コンピュータ | 保護モード：獅 电100% ▼ 


• パソコンの設定によっては、表示されない場合が 
あります。その場合は、操作3に進みます。 


画面右上の®をクリックする 

「FOMA L 705 iX CD - ROM 」 画面が消えます。 

バソコンと FOMA 端末を接続する 

パソコンの画面のタスクバーから「新しい八ード 

ウェアが見つかりました」というポップアップ 

メッセージが数秒間表示されます。 

• 接続方法 — P 4 

• FOMA 端末の電源が入っている状態で接続してく 
ださい。 

4 「ドライバソフトウェアを検索してイン 
ス I -ールします(推奨)」をクリックする 

• クリック後、パソコンの画面のタスクバーから「デ 
バイスドライバソフトウェアをインス I ルし 
ています」というポップアップメッセージが数秒 
間表示されます。 

• L 705 iX 通信設定ファイルを同じパソコンに2回以 
上インス!ルした場合は、次の画面が表示され 
ず、パソコンの画面のタスクバーから「デバイスド 
ライパソフトウェアが正しくインス!ルされま 
した」というポップアップメッセージが数秒間表示 
され、自動的にインス!ルが完了することがあり 
ます。 

その場合は、続いて L 705 iX 通信設定ファイルが正 
しくインス I ルされていることを確認してくだ 
さし、0 —►pg 


次のページへ続く 



































「ディスクはありません。他の方法を試し 
ます」をクリックする 


^1新しいハードウェアの検出- FOMA L705IX 

FOMA L705IX に付届のディスクを揉入してください 

デパイスに付思していたディスクがある場合は、今す<1*入してください.そのディスク上で 
ドライパソフトウェアが自動的に検索されます。 


♦ ディスクはありません。他の方法を試します(I) 


「コンピュータを参照してドライバソフ 
トウェアを検索します(上級)」をクリッ 
クする 



インス I -ールの終了画面で[閉じる]をク 
リックする 

この後、操作6〜8を2回行い、 L 705 iX 通信設定 
ファイルをすべてインストールします。 

すべての L 705 iX 通信設定ファイルのインス I ル 
が完了すると、パソコンの画面のタスクバーから「デ 
パイスドライバソフトウェアが正しくインス I 
) レされました」というポップアップメッセージが数秒 
間表示されます。 

続いて、 L 705 iX 通信設定ファイルが正しくインス 
I ルされていることを確認してください。 — P 9 


Windows XP にインストールする 

+日^^ 

场口 


FOMA L 705 iX 用 CD - ROM をパソコン 
にセツトする 

「FOMA L 705 iX CD - ROM 」 画面が表示されま 
す0 


^ 新しい八ードウェアの検出- FOMA L705IX 

このデパイス用のドライパソフトウェアが見つかりませんでした • 

♦ 解決策を確認します (C) 

デパイスが動作するために必要な手頭があるかどうかが箱認されます。 

♦ コンピュータを参照してドライノてソフトウェアを検索します (±»)(R) 
ドライパソフトウェアを手動で賴してインストールします • 


L 705 iX 通信設定ファイル （ ドライバ)の 
検索先を入力 ► [次へ]をクリックする 

検索先として、「次の場所でドライバソフトウェア 
を検索します」欄に 「< CD - R 0 M ドライブ名〉： 
¥ guide ¥ L 705 iX _ USB _ Driver¥Drivers 
¥ WinVista 32 J と""入力します。 



• パソコンの設定によっては、表示されない場合が 
あります。その場合は、操作3に進みます。 

画面右上の□をクリックする 

「FOMA L 705 iX CD - ROM 」 画面が消えます。 
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パソコンと FOMA 端末を接続する 

パソコンの画面のタスクバーから「新しい八ード 
ウェアが見つかりました」というポップアップ 
メッセージが数秒間表示されます。 

• 接続方法-* ^ P 4 

• FOMA 端末の電源が入っている状態で接続してく 
ださい。 

A 「いいえ、今回は接続しません」を選択 ► 
[次へ]をクリックする 



「一覧または特定の場所からインストー 
ルする(詳細)」を選択 ► [次へ]をクリッ 
クする 



「次の場所で最適のドライバを検索する」を 
選択►「リムーバブルメディア（フ□ッ 
ピー、 CD - ROM など)を検素」のチェックを 
外す ► 「次の場所を含める」にチェックを入 
れる ► L 705 iX 通信設定ファイル （ ドライ 
バ)の検索先を入力 ► [次へ]をクリックする 

検索先として、「次の場所を含める」欄に 「< CD - 
ROM ドライブ名〉： ¥ guide ¥ L 705 iX _ USB _ 
Driver ¥ Drivers ¥ Win 2 k_XPJ と入力します 0 



最適なソフトウェアの選択画面が表示された 
場合 

パソコンの状況によっては、次のような画面が 
表示される場合があります。 

その場合は 「< CD - ROM ドライブ名> :¥ 
guide ¥ L 705 iX _ USB _ Driver ¥ Drivers 
¥ Win 2 k _ XP 」 を選択 ► [次へ]をクリックし 
て、インス!-ールを続けてください。 



新しし、ノ\ー ドウエアの検索ウィザードの 
完了画面で[完了]をクリックする 

この後、操作4〜7を2回行い、 L 705 iX 通信設定 
ファイルをすべてインストールします。 

すべての L 705 iX 通信設定ファイルのインストール 
が完了すると、パソコンの画面のタスクバーから「新 
しい八ードウエアがインス I ルされ、使用準備がで 
きました」というポップアップメッセージが数秒間表 
示されます。 

続いて、 L 705 iX 通信設定ファイルが正しくインス 
I ルされていることを確認してください。 — P 9 


Windows 2000にインス I -ールする 

+日ム 

場 □ 


FOMA L 705 iX 用 CD - ROM をパソコン 
にセツトする 

「FOMA L 705 iX CD - ROM 」 画面が表示されま 
す0 



• パソコンの設定によっては、表示されない場合が 
あります。その場合は、操作3に進みます。 


次のページへ続く 







































































画面右上の ili をクリックする 

「FOMA L 705 iX CD - ROM 」 画面が消えます。 


L 705 iX 通信設定ファイル（ドライバ)の 
検索先を入力 ► [ OK ] をクリックする 


パソコンと FOMA 端末を接続する 

「新しい八ードウエアが見つかりました」画面が 
数秒間表示されます。 

• 接続方法 — P 4 

• FOMA 端末の電源が入っている状態で接続してく 
ださい。 

$ [次へ]をクリックする 



「デバイスに最適なドライバを選択する 
(推奨)」を選択 ► [次へ]をクリックする 



「場所を指定」を選択 ► [次へ]をクリック 
する 



検索先として、「製造元のファイルのコピー元」欄 
に 「 CCD-ROM ドライブ名 >:¥ guide ¥ L 705 iX _ 
US 巳 _ D 「 ive 「¥ Drivers ¥ Win 2 k _ XP 」 と入力しま 
す0 



ドライバ名を確認 ► [次へ]をクリックす 



〇新しいハードウェアの検索ウィザードの 
完了画面で[完了]をクリックする 

この後、操作4〜9を2回行い、 L 705 iX 通信設定 
ファイルをすべてインス I -ールします。 


接続後、 L 705 iX 通信設定ファイルが自動的にインス 
I ルされます。 

すべての L 705 iX 通信設定ファイルのインス I ル 
が完了すると、パソコンの画面のタスクバーから「新 
しい八ードウエアがインス I ルされ、使用準備がで 
きました」というポップアップメッセージが数秒間表 
示されます。 

続いて、 L 705 iX 通信設定ファイルが正しくインス 
I ルされていることを確認してください。 — P 9 
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インストールした L 705 IX 通信設 
定ファイル（ドライバ)を確認する 


L 705 iX 通信設定ファイルが正しくインストールさ 
れていることを確認します。 

例 ： Windows XP の場合 

「スタート」►「コント□—ルパネル」 ► 
「パフオーマンスとメンテナンス」►「シ 
ステム」を順にクリックする 

■ Windows Vista の場合 

「 IEI (スタート)」 ► 「コント□—ルパネル」 ► 
「システムとメンテナンス」を順にクリックし 
ます。 

■ Windows 2000の場合 

「スタート」 ► 「設定」 ► 「コント□ールパネ 
ル」 ► 「システム」を順にクリックします。 

9 「ハードウェア」タブをクリック►[デバ 
イスマネージャ]をクリックする 

■ Windows Vista の場合 

「デバイスマネージャ」 ► [続行]を順にクリッ 
クします。 

■ Windows 2000の場合 

「デバイスマネージャ」タブをクリックします。 


各デバイス表示をクリックして、インス 
I -ールされたドライバ名を確認する 

「USB (Universal Serial Bus ) コント□—ラ」 
「ポート （ COM と LPT )」 「モデム」の各デバイスに 
すべてのドライバが表示されていることを確認しま 
す0 



Windows XP の場合 


デバイス表示 

ドライバ名 

USB (Universal Serial 

Bus ) コント□—ラ 

FOMA L 705 iX 

ポート （ COM と LPT ) 

FOMA L 705 iX 

OBEX Port 

モデム 

FOMA L 705 iX 


FOMA 端末の通信ポート番号を確認するには 

FOMA PC 設定ソフトを使わずに通信の設定を行うと 
きなどに、 FOMA 端末のモデム名や通信ポート (COM 
ポート）の番号が必要になる場合があります。デバイ 
スマネージャ画面から確認する方法を説明します。 

① FOMA 端末とパソコンを接続する 

• 接続方法-* ^ P 4 

② 「じ 705 iX 通信設定ファイル（ドライバ）を確認す 
る」の操作1〜2を行う 

③ 「モデム」をクリック ►「FOMA L 705 iX 」 を選択 
►メニューバーから[操作] ► [プ□パティ]を順 
にクリック ► 「モデム」タブをクリックする 

「ポート:」の右側に RDMA 端末の COM ポート番号 
が表示されます。 



0 





































L 705 IX 通信設定ファイル（ド 
ライパ)をアンインストールする 


L 705 iX 通信設定ファイルのアンインストールが必 
要な場合は、次の手順で行います。 

• L 705 iX 通信設定ファイルのアンインストールは、必ず 
F 0 MA 端末とパソコンが接続されていない状態で開始 
してください。 

• 操作の前に、必ず「インストール/アンインス I ル時 
の注意点」 （ P 5) を参照してください。 

例 ： Windows XP の場合 

「スタート」►「コント□ールパネル」 ► 
「プ□グラムの追加と削除」を順にクリッ 
クする 

「プログラムの追加と削除」画面が表示されます。 
Windows Vista の場合 
「 ㈣ (スタ—卜)」 ► 「コント□—ルパネル」 ► 
「プログラムのアンインス!-ール」を順にク 
リックします。 

■ Windows 2000の場合 

「スタート」 ► 「設定」 ► 「コント□ールパネ 
ル」を順にクリック ► 「アプリケーションの追 
加と削除」をダブルクリックします。 

「FOMA L 705 iX USBJ を選択►「変更 
と削除」をクリックする 

■ Windows Vista の場合 

「アンインス I ルと変更」 ► 「続行」をクリツ 
クします。 

[0 K ] をクリックする 



A アンインス!-ールの確認画面で [0 K ] を 
クリックする 

アンインス I -ールが終了します。 

お知らせ 

• L 705 iX 通信設定ファイルをインス!ルするとき 
に 、 FOMA PC 接続ケーブル（別売）が外れたり、 
パソコンで[キャンセル]を押してインス!ルを 
中止したりすると、正常にインス!ルされない場 
合があります。このような場合は、アンインス! 
ルの操作を行って L 705 iX 通信設定ファイルを一度 
削除してから、再度インス!ルしてください。 


FOMA PC 設定ソフトにつ 
いて 


FOMA 端末をパソコンに接続してバケット通信を行 
うには、通信に関するさまざまな設定が必要です。 
FOMA PC 設定ソフトを使用すると、次の設定を簡単 
に行うことができます。 

■ かんたん設定 

ガイドに従い操作することで 「 FOMA データ通信用 
ダイヤルアップの作成」や「通信設定の最適化」な 
どを簡单に行います。 

■通信設定の最適化 

「 FOMA パケット通信」を利用する前に、パソコン 
内の通信設定を最適化します。 

通信性能を最大限に活用するには、通信設定の最適 
化が必要になります。 

■接続先 （ APN ) の設定 

パケット通信に必要な接続先 （ APN ) の設定を行 
います。 

FOMA バケット通信の接続先には、電話番号は使用 
しません。 

あらかじめ接続先ごとに、 FOMA 端末に APN 
(Access Point Name ) と呼ばれる接続先名を登 
録し、その登録番号 （ cid ) を接続先番号欄に指定 
して接続します。 

お買い上げ時、 cidl には rmoperaj の接続先 
( APN )「 mopera . ne . jp 」、 cid 3 には 「mopera U 」 
の接続先 （ APN )「 mopera . net 」 が登録されてい 
ます。 

お知らせ 

• FOMA PC 設定ソフトを使わずに、バケット通信 
の設定を行う方法もあります。 - P 19 

• FOMA PC 設定ソフト（パージョン 4.0.0) 以前の 
古いパージョン（以後旧 FOMA PC 設定ソフトと呼 
びます）がインストールされている場合は、あらか 
じめ旧 FOMA PC 設定ソフトをアンインス!ル 
してください。パージョンの確認方法— P 1 2 
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9 「データリンクソフト各種設定ソフト」 
をクリックする 

「FOMA PC 設定ソフト」の[インス I -一 
J レ]をクリックする 

[インス!-ール]をクリックすると、次のような 
警告画面が表示される場合があります。この警告 
は 、 Microsoft Internet Explorer のセキュリ 
ティの設定によって表示されますが、使用には問 
題ありません。 

■「ファイルの ダウン□ードーセキュリティの警 
告」画面が表示された場合 

[実行]をクリックします。 


ファイルのタウン□ー ド-セキ： L リティの普告 


こ©ファイルを実行ま保存しますか？ 


名前： setup_4.0.0.exe 
i _I 種類：アブリケ-シヨ:^ 

発信元： D：¥FOMA.PCSf 


アブ竹〜ン3ン. 444 KB 
⑽ FOh 

[_ 実行®~~| I ~~~ ] K 


r 龄48«蘊■鱗經 f (翻纖 

W 行したり保存したりしないでく?:さ u 危険性の説明 


FOMA PC 設定ソフトを使 
用した通信設定の順序 


ステップ1 


FOMA PC 設定ソフトをイン 
ストールする 


FOMA PC 設定ソフトをパソコンにインストール 
します。 

• インス!ル方法— PI 1 

• 旧 FOMA PC 設定ソフトがインス I ルされている場合 
は 、 FOMA PC 設定ソフトをインス!ルする前にアン 
インス I ルしてください。旧 FOMA PC 設定ソフトが 
インス!ルされている場合は、「01\/^卩(：設定ソフト 
はインス I ルできません。 


FOMA PC 設定ソフトをイ 
ンストールする 


• 操作の前に、必ず「インス I ル/アンインス I ル時 
の注意点」 （ P 5) を参照してください。 

例 ： Windows XP の場合 

付属の FOMA L 705 iX 用 CD - ROM をパ 
ソコンにセツトする 

「FOMA L 705 iX CD - ROM 」 画面が表示されま 
す0 


_> ツール ® ヘルプ妙 _ 

-© ， S H ☆細加 €)| 0，备 ® ， □ 赵冰 


アドレス ® 1|] E：¥indexhtml 
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rInternet Explorer ーセキュリティの警告」画 
面が表示された場合 

[実行する]をクリックします。 



プ□グラムフォルダのフォルダ名を確認 
►[次へ]をクリックする 

変更がある場合は新規フォルダ名を入力し、[次 
へ]をクリックしてください。 

9 [完了]をクリックする 

セットアップを完了すると 、 「FOMA PC 設定ソ 
フト」が起動します。このまま各種設定を開始で 
きます。 


A インス!-ール画面で[次へ]をクリックす 
る 

旧 W - TCP 設定ソフトおよび旧 FOMA データ通信 
設定ソフトなどがインス I -ールされているとい 
う画面が表示された場合は、 P 1 2を参照してくだ 
さい0 



FOMA PC 設定ソフトの使用許諾契約 
書の内容を確認し、契約内容に同意する 
場合は[はい]をクリックする 

[いいえ]をクリックすると、インストールは中 
止されます。 

A セツトアップタイプを選択 ►[次へ] をク 
リックする 


「タスクトレイに常駐する」にチェックを付ける 
と、インス!ル後、（通信設定最適化 — P 17) 
がパソコンの画面右下（通常）のタスクトレイに 
常駐します。通信設定最適化を簡单に起動できる 
ため、常駐させることをおすすめします。 

• チェックを外しても FOMA PC 設定ソフトはイン 
ス I ルできます。インス!ル後に常駐させる 
場合は、 FOMA PC 設定ソフトの起動画面で「メ 
ニュー」をクリックし、「通信設定最適化をタスク 
トレイに常駐させる」を選択してください（常駐 
に設定されている場合は選択できません)。 
Windows Vista の場合 
操作7へ進みます。 

7 インストール先を確認►[次へ]をクリッ 
クする 

変更がある場合は[参照]をクリックし、任意の 
インス!-ール先を指定して[次へ]をクリックし 
てください。 

八ードディスク容量が不足する場合などには、違 
うドライブにインス I -ールすることもできます 
が、通常はそのまま次の操作へお進みください。 


FOMA PC 設定ソフトのインストール時に表示され 
る警告画面や確認画面について 
旧 W - TCP 設定ソフトがインス I -ールされている場合 

警告画面が表示されます。 

Windows Vista の場合は「プ□グラムのアンインス 
I ル 」、 Windows XP の場合は「プ□グラムの追加 
と削除 」、 Windows 2000の場合は「アプリケーショ 
ンの追加と削除」から旧パージョンの 「 W - TCP 設定 
ソフト」を削除してください。 

旧 FOMA データ通信設定ソフトがインストールされ 
ている場合 

警告画面が表示されます。 

Windows Vista の場合は「プ□グラムのアンインス 
I ル 」、 Windows XP の場合は「プ□グラムの追加 
と削除 」、 Windows 20◦◦の場合は「アプリケーショ 
ンの追加と削除」から旧パージョンの 「 FOMA データ 
通信設定ソフト」を削除してください。 

旧 FOMA PC 設定ソフトがインス I -ールされている 
場合 

警告画面が表示されます。 

Windows Vista の場合は「プ□グラムのアンインス 
I ル 」、 Windows XP の場合は「プ□グラムの追加 
と削除 」、 Windows 2000の場合は「アプリケーショ 
ンの追加と削除」から旧パージョンの 「FOMA PC 設 
定ソフト」を削除してください。 

インス!-ールの途中で[キャンセル]や[いいえ]を 
クリックした場合 

セットアップの中止画面が表示されます。 

インストールを継続する場合は[いいえ]をクリック 
してください。中止する場合は[はい]をクリックし 
て、確認画面で[完了]をクリックしてください。 


FOMA PC 設定ソフトのバージョン情報を確認す 
るには 

FOMA PC 設定ソフトを起動後、「メニュー」 ► 「バー 
ジョン情報」を順にクリックすると、パージョン情報 
画面が表示されます。 



Copyright (C) 2007 NTT DoCoMo, Inc. All Rights Reserved. 
使用許諾契約害 


レフトウユア使用許誌契約害 a 

本契約は、お客様(個人又は法人のいずれかであるかを問いません)と、株 
式会社エヌ • ティ•ティ • ドコモ(以下「弊社」と U 1 ます)との間で締結される契 
約(以下、「本契約」とい L 1ます。 ） です。本契約の各条項をお読み L 1ただき、 

ご同意 l た a すこ埸合のみ、本ソフトウ x アをご利用 l ただくことができるも 
のとします。なお、本ソフトウ： t アをダウンロードまたはインストールを閉始し 
た時点をもって、お客様 I s 本契約Iこ同意されたものとみなします。 

、お客様がご用意するコンビュータ端末を利用して、笄 v 
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通信の設定を行う 


FOMA PC 設定ソフトを使用したパケット通信の各 
種設定について説明します。 

※ FOMA PC 設定ソフト上の表記は「最大 3.6Mbps」 と 
なっていますが、本設定で「最大 7.2Mbps」 の設定も 
行えます。 

• 設定前に FOMA 端末がパソコンに正しく接続されている 
ことを確認してください。 - P 4 
• 本 FOMA 端末は、 64 K データ通信に対応していません。 


FOMA PC 設定ソフトを起動する 


パソコンから FOMA PC 設定ソフトを起動します。 
例 ： Windows Vista、XP の場合 

「スタート」►「すべてのプ□グラム」 ► 
「FOMA PC 設定ソフト 」 ►「FOMA PC 
設定ソフト」を順にクリックする 

FOMA PC 設定ソフトの起動画面が表示されま 
す。 

■ Windows 2000の場合 

「スタート」 ► 「プログラム 」 ►「FOMA PC 
設定ソフト 」 ►「FOMA PC 設定ソフト」を順 
にクリックします。 



FOMA PC 設定ソフトを使って、次の通信設定 
がでぎます。 

• mopera U を利用したパケット通信の設定 
—P13 

• mopera U 以外のプ□パイダを利用したパケッ 
卜通信の設定— P 1 4 


通信ポートを指定する 


「通信設定」でパソコンの通信ポート （ COM ポート） 
の番号を指定できます。 

• 通常、この設定を行う必要はありません。 COM ポート 
を任意に設定する必要がある場合に行ってください。 

FOMA PC 設定ソフトの起動画面から 
「メニュー J ► 「通信設定」を順にクリック 
する 


自動設定（推奨）：自動的に接続されている FOMA 
端末を指定します。通常はこちら 
を選択してください。 

COM ポート指定：任意の COM ポート番号を指定し 
たい場合に、ご利用の RDMA 端 
末が接続されている COM ポート 
の番号を C 0 M 1 〜 C 0 M 99 まで 
で指定します。 

• COM ポート番号の確認方法 — P 9 



[0 K ] をクリックする 

設定が完了します。 


かんたん設定によるバケツト通信 
の設定 


かんたん設定によるバケット通信の設定を行います。 

• FOMA 八イスピードエリア外や mQpera など HIGH-SP 
EED に対応していないアクセスポイントに接続すると 
きは、送受信ともに最大 384 kbps による通信となりま 
す0 


rmopera UJ または 「 mopera 」 を接続先 
として利用する場合 


プ□バイダとして、ドコモのインターネット接続サー 
ビス rmopera U 」 または rmopera 」 を利用する場 
合の設定方法です。 

例 ： Windows XP の場合 

FOMA PC 設定ソフトの起動画面で[か 
んたん設定]をクリックする 

「パケット通信 ( HIGH - SPEED 対応端 
末)」を選択 ► [次へ]をクリックする 

Windows Vista の場合 

「パケット通信」を選択 ► 「次へ」をクリック 
します。 

「『mopera U 』 への接続」または 
「 『 mopera 』 への接続」を選択►[次へ]を 
クリックする 


「『mopera U 』 への接続」を選択した場合は、ご契 
約済みであることを確認する画面が表示されます。 
ご契約済みの場合は、[はい]をクリックします。 
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•「mopera U 」 は PPP 接続と IP 接続、 「 mopera 」 は 
PPP 接続のみに対応しています。 

•「 moperaU 」 をご利用いただく場合は、お申し込 
みが必要となります（有料)。 

•「mopera U 」「 mopera 」 以外のプ□バイダをご利 
用になる場合は、 P 1 4を参照してください。 

4 [ OK ] をクリックする 

パソコンに接続された FOMA 端末から接続先 
( APN ) 設定を取得します。しばらくお待ちくだ 
さい。 

「接続名」欄に任意の接続名を入力►「発 
信者番号通知」から「設定しない」または 
「186を付加する」を選択 ► [次へ]をク 
リックする 

• 「接続名」欄に次の半角文字は入力できません。 
¥/:*?!<> | ” 

• 海外でご利用になる場合には、「設定しない」を選択 
してください。 



「使用可能ユーザーの選択」を任意に選択 
►[次へ]をクリックする 

「『mopera U 』 への接続」または 「『 mopera 』 へ 
の接続」を選択した場合は、「ユーザー名」「パス 
ワード」の各欄が空欄でも接続できます。 

Windows Vista の場合 

[次へ]をクリックして、操作8へ進みます。 

「最適化を行う」にチェックを付ける ► 
[次へ]をクリックする 

バケット通信に必要な通信設定を最適化します。 

既に最適化されている場合 

最適化の確認画面は表示されません。 

設定情報の内容を確認 ► [完了]をクリッ 
クする 

• 「デスクトップにダイヤルアップのショートカッ 
卜を作成する」にチェックを付けると、デスクトッ 
プにダイヤルアップ接続のショートカットが作成 
されます。 

q [ ok ] をクリックする 

設定が完了します。 


■ 最適化の設定を変更した場合 (Windows XP 、 
2000の場合） 

設定の変更を有効にするためにパソコンを再 
起動する必要があります。再起動の選択画面で 
「はい」をクリックしてください。 


その他のプ□バイダを接続先として利用す 
る場合 


例： Windows XP の場合 

FOMA PC 設定ソフトの起動画面で[か 
んたん設定]をクリックする 

「パケット通信 ( HIGH - SPEED 対応端 
末)」を選択 ► [次へ]をクリックする 

■ Windows Vista の場合 

「パケット通信」を選択 ► 「次へ」をクリック 
します。 

「その他」を選択 ► [次へ]をクリックする 

^ [0 K ] をクリックする 

パソコンに接続された FOMA 端末から接続先 
( APN ) 設定を取得します。しばらくお待ちくだ 
さい。 

「接続名」欄に任意の接続名を入力する 

• 「接続名」欄に次の半角文字は入力できません。 
¥/:*?!<> I" 

• 発信者番号通知の設定については、ご利用になるプ 
□バイダの指示情報に従ってください。 

• 海外でご利用になる場合には、「設定しない」を選択 
して <ださい。 

IP アドレスと DNS を設定する場合 

ご利用のプ□ノ（イダより、接続先の IP アドレス 
と DNS の設定が指定されている場合は、[詳細 
情報の設定]をクリックして設定します。 
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[接続先 ( APN ) 設定] ► [追加]を順にク 
リックし、接続先 ( APN ) を設定 ► [0 K ] 
をクリックする 


「接続先 （ APN ) 設定」画面に戻ります。 

• 接続先 （ APN ) には、ご利用のプ□バイダの FOMA 
パケット通信に対応した接続先 （ APN ) を正しく 
入力してください。 

• 接続先には、半角文字で英数字、八イフン（-)、ピ 
リオド （.） のみ入力できます。 

• 接続先 （ APN ) は、 cid の2、4〜11に登録できま 
す。お買い上げ時、 cidl には 「 mopera 」 の接続 
先 ( APN ) 「 mopera.ne.jp 」、 cid3 には 「mopera 
U 」 の接続先 （ APN )「 mQpera.net 」 が登録され 
ています。 



格耪先 （APN> の追加 



接続先 ( APN ) を選択 ► [0 K ] をクリック 
する 

「接続先 （ APN ) 設定」画面が終了します。 

[次へ]をクリックする 

〇 「ユーザー名」「パスワード」を入力►「使 
用可能ユーザーの選択」を任意に選択 ► 
[次へ]をクリックする 

ユーザー名、パスワードには、ご利用のプ□バイ 
ダから指定された情報を、大文字/小文字などに 
注意して正確に入力してください。 

Windows Vista の場合 

「ユーザー名」「パスワード」を入力 ► [次へ] 

をクリックして、操作11へ進みます。 

「最適化を行う」にチェックを付ける ► 
[次へ]をクリックする 

パケット通信に必要な通信設定を最適化します。 

既に最適化されている場合 

最適化の確認画面は表示されません。 


設定情報を確認 ► [完了]をクリックする 

設定された内容が一覧で表示されます。設定内容 
に誤りがないことを確認してください。 

設定内容を変更する場合は[戻る]をクリックし 
ます。 

• 「デスクトップにダイヤルアップのショートカッ 
卜を作成する」にチェックを付けると、デスクトッ 
プにダイヤルアップ接続のショートカットが作成 
されます。 

[0 K ] をクリックする 

設定が完了します。 

最適化の設定を変更した場合 (Windows XP 、 
2000の場合） 

設定の変更を有効にするためにパソコンを再 
起動する必要があります。再起動の選択画面で 
[はい]をクリックしてください。 


設定した通信を実行する 

FOMA PC 設定ソフトを使用して設定した通信およ 
び切断の操作について説明します。 

• 通信する前に FOMA 端末がパソコンに正しく接続され 
ていることを確認してください。 - P 4 
• 通信するときは、設定に使用した FOMA 端末を接続し 
てください。異なる FOMA 端末を接続した場合は、 
L 705 iX 通信設定ファイルの再インス I ルが必要に 
なる場合があります。 

1 パソコンのデスクトップの 
接続アイコンをダブルク 
リックする 

デスクトップに接続アイコンが表示されていな 
い場合は、次の操作を行います。 

Windows Vista の場合 

「 KI (スタート)」 ► 「接続先」を順にクリック 

►設定した接続先を選択 ► [接続]をクリック 

します。 

■ Windows XP の場合 

「スタート」 ► 「すべてのプログラム」►「ア 
クセサリ」 ► 「通信」 ► 「ネットワーク接続」 
を順にクリック ► 設定した接続先のアイコン 
をダブルクリックします。 

■ Windows 2000の場合 

「スタート」 ► 「プログラム」 ► 「アクセサリ」 
► 「通信」 ► 「ネットワークとダイヤルアップ 
接続」を順にクリック►設定した接続先のアイ 
コンをダブルクリックします。 

[ダイヤル]をクリックする 

接続先に接続されます。 

•「『 moperaU 』 への接続」または 「『 mopera 』 への接 
続」を選択した場合は「ユーザー名」「パスワード」の 
各欄は空欄のまま、[ダイヤル]をクリックしても接 
続できます。その他のプロノ(イダやダイヤルアップ接 
続を選択した場合は、「ユーザー名」「パスワード」の 
各欄に入力し、[ダイヤル]をクリックしてください。 
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パケット接続中/終了中 
パケット通信中 
パケット受信中 
パケット送信中 
パケット送受信中 


通信中の表示について _ 

パケット通信中、本 FOMA 端末には、以下のような画 
面と通信の状態を示すアイコンが表示されます。 

糊 (6) ^&m) 12：34 

通信の状態を-接続済み 

示すアイコン 


接 ！^ 先名 - mopera.ne.jp 

通信の状態 - ハ。ヶット通信中 




通信を切断する 


インターネットブラウザを終了しただけでは通信が 
切断されない場合があります。次の操作を行い、確実 
に切断して < ださい。 


パソコンのタスクトレイの 
ダイヤルアップアイコンを 
クリックする 


•y 


ネットワーク I ?き場合について 

ネットワークに接続できない（ダイヤルアップ接続が 

できない）場合は、まず次の項目について確認してく 

ださい。 

FOMA L 705 iX がパソコン上で認識できない 

• お使いのパソコンが動作環境 （ P 2) を満たしてい 
ることを確認してください。 

• L 705 iX 通信設定ファイルがインス!ルされてい 
ることを確認してください。 

• FOMA 端末がパソコンに接続され、電源が入ってい 
ることを確認してください。 

• FOMA 充電機能付 US 巳接続ケーブル01/02 (別 
売）が、しっかりと接続されていることを確認して 
ください。 

• USB モード設定 （ P 4) が「通信モード」に設定さ 
れていることを確認してください。 

相手先に接続できない 

•ID (ユーザ名）やパスワードの設定が正しいかどう 
かを確認してください。 

• 接続先の APN が正しいかどうかを確認してくださ 
い。 


FOMA PC 設定ソフトをア 
ンインス I ^ールする 


接続状態を示す画面が表爪されます。 

Windows Vista の場合 

「 ia (スタ—卜)」 ► 「接続先」を順にクリック 
して、接続しているダイヤルアップを選択しま 
す0 
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操作の前に、必ず「インス I ル/アンインス I ル時の 
注意点」 （ P 5) を参照してください。 


アンインス I -ールを実行する前 I 


FOMA PC 設定ソフトをアンインストールする前に、 
FOMA 用に変更されたパソコンの状態を元に戻す必 
要があります。 


• ユーザー名とノ〈スワードの保存、またはノ V ° スワードの 
保存にチェックを付けると、次回からは入力を省略で 
きます。 

• 0 S の種類によっては、ダイヤルアップを接続すると 
接続の完了画面が表示されます。ただし、以前に接続 
完了のメツセージを表示しない設定にした場合は、完 
了画面は表示されません。 



[切断]をクリックする 

■ 通信が切断されます。 



お知らせ 

• パソコンに表示される通信速度は、実際の通信速 
度とは異なる場合があります。 


M) 

(* * 

clcl^^fl 
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例 ： Windows XP 、 2000の場合 

「通信設定最適化」を終了させる 

パソコンのタスクトレイの钂を右クリックして、 
ポップアップメニューから「終了」をクリックし 
ます。 

■ Windows Vista の場合 

操作2に進みます。 

起動中の FOMA PC 設定ソフトを終了 
させる 

FOMA PC 設定ソフトの起動画面右下の[終了] 
をクリックします。 

•「FOMA PC 設定ソフト」や「通信設定最適化」の 
起動中にアンインス!ルしようとすると、アン 
インストールの中断画面が表示されます。その場 
合は、 [0 K ] をクリックしてそれぞれのプ□グラ 
ムを終了した後、アンインストールを行います。 


アンインストールする 


例 ： Windows XP でアンインストールする場合 

「スタート」►「コント□ールパネル」 ► 
「プ□グラムの追加と削除」を順にクリッ 
クする 

「プログラムの追加と削除」画面が表示されます。 
Windows Vista の場合 
「_■(スタ—卜)」 ► 「コント□—ルパネル」 ► 
「プログラムのアンインス!-ール」を順にク 
リックします。 

■ Windows 2000の場合 

「スタート」 ► 「設定」 ► 「コント□ールパネ 
ル」を順にクリック ► 「アプリケーションの追 
加と削除」をダブルクリックします。 

「NTT DoCoMo FOMA PC 設定ソフ 
|卜」を選択►[削除]をクリックする 

■ Windows Vista の場合 

「NTT DoCoMo FOMA PC 設定ソフト」を選 
択黪「アンインス!-ール」をクリックします。 

■ Windows 2000の場合 

「NTT DoCoMo FOMA PC 設定ソフト」を選 
択卜[変更と削除]をクリックします。 

削除するプログラム名を確認 ► [はい]を 
クリックする 

アンインス I -ールが開始されます。 



4 [完了]をクリックする 

FOMA PC 設定ソフトのアンインス I ルが終 
了します。 


「通信設定最適化」の解除 

Windows XP 、 2◦◦◦で通信設定の最適化が行われて 
いる場合は、次の画面が表示されます。アンインス 
卜ールする場合は[はい]をクリックしてください。 



最適化を解除するには、バソコンの再起動が必要で 
す。すぐに解除する場合は、続いて表示される次の確 
認画面で「はい、今すぐコンピュータを再起動しま 
す。」を選択 ► [完了]をクリックします。 



通信設定最適化 


「通信設定最適化」は FOMA ネットワークでパケット 
通信を行う際に、 TCP / IP の伝送能力を最適化するた 
めの 「 TCP パラメータ設定」ツールです 。 Windows 
XP または Windows 2000で FOMA 端末の通信性能 
を最大限に活用する前に、このソフトウェアによる通 
信設定の最適化が必要です。 

※ FOMA PC 設定ソフト上の表記は「最大 3.6 Mbps 」 と 
なっていますが、本設定で「最大 7.2 Mbps 」 の設定も 
行えます。 



通信の設定（ダイヤルアップ）ごとに最適化を設定/解 
除できます。 

例：最適化する場合 

FOMA PC 設定ソフトの起動画面で[通 
信設定最適化]をクリックする 

■タスク トレイから操作する場合 

タスクトレイの钂をクリックします。 

「FOMA HIGH - SPEED 対応端末(受信 
最大 3.6 Mbps ) J を選択►[最適化を行 
う]をクリックする 
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■ 最適化を解除する場合 

「FOMA HIGH - SPEED 対応端末（受信最大 
3.6 Mbps )」 を選択 ► [最適化を解除する]を 
クリックします。 

• 最適化されている場合は、通信設定最適化画面が 
表示されません。 

[はい]をクリックする 



4再起動の確認画面で[はい]をクリックす 
る 

パソコンが再起動されます。 

通信設定の最適化は、パソコンを再起動した後に 
有効になります。 


接続先 ( APN ) の設定 

バケット通信の接続先 （ APN ) を設定します。 

接続先 （ APN ) は11件まで設定でき、1〜11の接続 
先 （ APN ) を管理する登録番号 ( cid ) が付けられます。 
cid はパケット通信の接続先を指定するときに使いま 
す 0 お買い上げ時、 cidl には 「 mopera 」 の接続先 
( APN )「 mopera . ne . jp 」 、 cid 3 には 「mopera U 」 
の接続先 （ APN )「 mopera . net 」 が登録されていま 
す。新しく cid を設定するときは、2または4〜11に 
設定します。 

• 設定する前に FOMA 端末とパソコンが正しく接続され 
ていることを確認してください。 — P 4 

FOMA PC 設定ソフトの起動画面で[接 
続先 ( APN ) 設定]をクリックする 

FOMA 端末設定取得画面で [0 K ] をク 
リックする 

パソコンに接続された FOMA 端末から接続先 
( APN ) 情報を取得します。 


接続先 ( APN ) の設定をする 



■接続先 （ APN ) を追加する場合 

[追加]をクリックします。 

■登録済みの接続先 （ APN ) を編集する場合 

編集する接続先 （ APN ) を一覧から選択 ► [編集] 
をクリックします。 

■登録済みの接続先 （ APN ) を削除する場合 

削除する接続先 （ APN ) を一覧から選択 ► [削除] 
をクリックします。 

• cid 1または cid 3 に登録されている接続先 （ APN ) は、 
削除できません。 

例えば cid 3 を選択して[削除]をクリックした場合、 
接続先 ( APN ) はお買い上げ時に登録されている 
「 mopera . net 」 になります 0 


ファイルへの保存 


FOMA 端末に登録された接続先 （ APN ) 設定のバッ 
クアップや、編集中の接続先 ( APN ) 設定の保存がで 
きます。 

「ファイル」 ►「名前を付けて保存 」/「 上 
書き保存」を順にクリックする 


ファイルからの読み込み 


パソコンに保存されている接続先 ( APN ) 設定の再編 
集や FOMA 端末への書き込みができます。 

「ファイル」►「開く」を順にクリックする 


FOMA 端末への接続先 （ APN ) 情 
報の書き込み 


表示されている接続先 （ APN ) 設定を FOMA 端末に 
書き込むことができます。 

[ FOMA 端末へ設定を書き込む]をク 
リックする 

上書きの確認画面が表示されます。 

[はい]をクリックする 
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FOMA 端末からの接続先 ( APN ) 
情報の読み込み 


パソコンに接続されている FOMA 端末の接続先 
( APN ) を読み込むことができます。 

「ファイル J ►「 FOMA 端末から設定を取 
得」を順にクリックする 

FOMA 端末設定取得画面が表示されます。 

[0 K ] をクリックする 


を設定する 


パケット通信で使う接続先 ( APN ) を設定します。接 
続先 （ APN ) は最大11件設定でき、登録番号 ( cid ) 
で管理します。 

設定には、 AT コマンドを入力するための通信ソフト 
が必要です。ここでは Windows 標準添付の「八イパー 
ターミナル」を使った設定方法を説明します。 

• お買い上げ時、登録番号 ( cid ) 1には mopera . ne . jp 、 3 
には mQpera.net が設定されていますので、接続先を設 
定するときは、 cid 2、 または4〜11に設定してくださ 
い0 


ダイヤルアップ作成機能 


追加/編集された接続先 （ APN ) を FOMA 端末へ書 
き込むことができます。 

追加/編集された接続先 ( APN ) を選択 
► [ダイヤルアップ作成]をクリックする 

FOMA 端末設定書き込み確認画面が表示されま 
す。 

[はい]をクリックする 

FOMA 端末へ接続先 （ APN ) 情報が書き込まれ 
た後、 [0 K ] をクリックすると「パケット通信用 
ダイヤルアップの作成」画面が表示されます。 

任意の接続名を入力 ► [ユーザ ID •パス 
ワードの設定]をクリックする 

•「mopera U 」 または 「 mopera 」 の場合は空欄で 
も設定できます。 

4 ユーザ旧、パスワードを入力►「使用可 
能ユーザーの選択」を任意で設定 ► [0 K ] 
をクリックする 


• Windows Vista には「八イパーターミナル」が添付さ 
れていません 。 Windows Vista で設定する場合は、 
Windows Vista に対応する通信ソフトをご使用くださ 
し、設定方法については、ご使用になるソフトの取扱説 
明書などをご参照ください。 

•「mopera U 」 fmoperaj 以外の接続先 （ APN ) につい 
ては、ご利用のプ□バイダまたはネットワーク管理者に 
お問い合わせください。 

例 ： Windows XP の場合 

FOMA 端末とバソコンを接続する 

• 接続方法 — P 4 

「スタート」►「すべてのプ□グラム」► 

「アクセサリ」►「通信」►「八イパーター 

ミナル」を順にクリックする 

八イノ V ° —ターミナルが起動します。 

■ Windows 2000の場合 

「スタート」 ► 「プログラム」 ► 「アクセサリ」 
► 「通信」 ► 「八イパーターミナル」を順にク 
リックします。 

「名前」欄に任意の接続先名を入力 ► 

[0 K ] をクリックする 


ダイヤルアップが作成されます。 

• ご利用のプ□パイダより IP 情報、 DNS 情報が指示さ 
れている場合は、パケット通信用ダイヤルアップの 
作成画面で[詳細情報の設定]をクリックして、必 
要な情報を登録した後、 [0 K ] をクリックします。 


お知らせ 

• 接続先 （ APN ) は、パソコンに接続される FOMA 
端末に登録される情報です。そのため、異なる 
FOMA 端末をパソコンに接続した場合は、そのた 
びに接続先 （ APN ) を登録する必要があります。 


ダイヤルアップネットワー 
クの設定 


FOMA PC 設定ソフトを使用せずに、バケツト通信の 
ダイヤルアツプ接続を設定する方法について説明し 
ます。 


% 


新しい接続 


名前を入力し、アイコンを通んでくださ (a 
名前吵 


[FOMA 


アイコン < P : 




II キャンセル j 


4「電話番号」欄に実在しない電話番号 
( 「〇」など)を入力►「接続方法」に 
「FOMA L 705 iXJ と表示されているこ 
とを確認 ► [0 K ] をクリックする 

• 複数のモデム名が「接続方法」欄に表示されると 
きは、 FOMA 端末のモデム名を確認して、選択し 
てください。 — P 9 
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接続画面で[キャンセル]をクリックする 

八イノ（ーターミナルの入力画面が表示されます。 

接続先 ( APN ) を入力卜回を押す 

AT + CGDCOKrr =< cid>,"<PDP type >","< APN >" 回の 
形式で入力します。 

< cid >、 く PDP type 〉、< APN > の部分には、 
それぞれ次の情報を任意で入力してください。 
入力後、 rOKJ と表示されれば、接続先 （ APN ) 
の設定は完了です。 

cid : 2、4〜11の内の任意の番号を入力します。 
. 既に cid が設定されている番号を選択した 
場合は、設定が上書きされますのでご注意 
ください。 

PDP type : 

接続先が対応する接続方式を PPP または IP 
のどちらかから選択して、""で囲んで入力し 
ます。 

APN :接続先 （ APN ) を"''で囲んで入力します。 

• 入力した文字が表示されない場合は、 ATE 10 を 
入力してください。 


FOMA -ハィ/卜トミナル 


ファイル©編集 (£) 表示⑼ ilff(C) 転送①ヘルブ (H) 

□ば ◎ 1〇 e 豳 

「 AT+CGDC0NT=2 ， "PPP" , "XXX . com" 

OK 

cid2 に PDP type が PPP、APN が XXX.com の 
接続先を登録する場合 

指定した cid の接続先 （ APN) の設定をリセ ッ 
卜する場合 

AT + CGDCONT =< cid >0 を入力します。 

設定されている接続先 (APN) を確認する場合 

AT + CGDC 0 NT ? 0を入力します。 

7 「ファイル」►「ハイパーターミナルの終 
了」を順にクリックする 

切断の確認画面で[はい]をクリック►保 
存の確認画面で[いいえ]をクリックする 

八イパーターミナルが終了し、接続先 （ APN ) の 
設定が完了します。 


お知らせ 

• 接続先 （ APN ) は、 FOMA 端末に登録される情報 
のため、異なる FOMA 端末を接続する場合は接続 
先 （ APN ) を登録し直してください。 

• パソコンに登録されている接続先 （ APN ) を継続 
利用する場合は、 FOMA 端末の同じ登録番号 （ cid ) 
に同じ接続先 （ APN ) を登録してください。 


発信者番号の通知/非通知を設定 
する 


パケット通信時に接続先に発信者番号を通知するか 
どうかを設定できます。ここでは、 AT コマンド （* 
DGP 旧コマンド — P 29) を使って、接続する前に設 
定する方法を説明します。 

発信者番号はお客様の大切な情報です。通知する際に 
は、十分ご注意ください。 

• Windows Vista には「八イパーターミナル」が添付さ 
れていません 。 Windows Vista で設定する場合は、 
Windows Vista に対応する通信ソフトをご使用くださ 
し、設定方法については、ご使用になるソフトの取扱説 
明書などをご参照ください。 

「接続先 ( APN ) を設定する」 （ P 19) の操 
作1〜2を行う 

八イノ v° —ターミナルが起動します。 

発信者番号の通知 （1 86)/非通知 
(184) を AT コマンドで設定する 

AT * DGPIR =< n > の形式で以下のように入力 
します。 

入力後、 「 OK 」 と表示されれば、通知/非通知の 
設定は完了です。 

• 入力した文字が表示されない場合は、 ATE 10 を 
入力してください。 

■ 発信者番号を非通知にする場合 

AT 氺 DGPIR =1 0 

発信/着信応答時に自動的に184が付きま 
す。 

■ 発信者番号を通知する場合 

AT 氺 DGPIR =2 0 

発信/着信応答時に自動的に186が付きま 
す0 


* DGP 旧コマンドによる通知/非通知の設定 
を初期値（設定なし）に戻す場合 

AT 氺 DGPIR = O 0 



お知らせ 

• ドコモのインターネット接続サービス 「mQpera 
U 」 または 「mopera」 をご利用になる場合は、発 
信者番号を「通知」に設定する必要があります。 
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接続先番号による発信者番号の通知/非通知の設 

定について 

ダイヤルアップネットワークの設定時 ( P 21) に接続 
先番号に186 (通知）/184 (非通知）を付けても、 
発信者番号の通知/非通知を設定できます。 

接続先番号、および* DGPIR コマンドの各設定による 
発信者番号の通知/非通知の状態は以下のようにな 
ります。 


接続先番号の設定 
( cid =3 の場合） 

* DGP 旧コマンドによる設定 

d 定なし 

非通知 

通知 

* 99 * * * 3# 

通知 

非通知 

通知 

1 84*99* * *3# 

非通知（接続先番号の設定 
(184) が優先されます） 

186*99***3# 

通知（接続先番号の設定 
(186) が優先されます） 


ダイヤルアップネットワークの設 
定をする 


パソコンから通信（ダイヤルアップネットワーク）の 
設定をします。 

•「mQpera U 」「 mopera 」 以外に接続する場合の設定内 
容については、ご利用のプ□バイダまたはネットワーク 
管理者へお問い合わせください。 

例： < cid >=3 に登録されているドコモのインター 
ネット接続サービス 「mopera U 」 へ接続する場合 


Windows Vista で設定する場合 


「|^(スタート)」►「接続先」を順にク 
リックする 

「接続またはネットワークをセットアッ 
プします」をクリックする 

「ダイヤルアップ接続をセットアップし 
ます」を選択 ► [次へ]をクリックする 

A モデムの選択画面が表示された場合は 
「FOMA L705iX」 をクリックする 

モデムの選択画面は、複数のモデムが存在すると 
きのみ表示されます。 

各種設定を行い、[接続]をクリックする 

• 「ダイヤルアップの電話番号」欄に接続先の番号を 
入力します。 

• 「接続名」欄に任意の接続名を入力します。 

• 「ユーザー名」「パスワード」の各欄にプ□バイダ 
またはネットワーク管理者から指定された設定を 
入力します。 

•「mopera U 」 または 「 mopera 」 に接続する場合 
は、「ユーザー名」「パスワード」は空欄でも接続 
でぎます。 


「(接続名）に接続中…」画面で[スキップ] 
をクリックする 

接続テストは行わずに、設定のみ確認します。 

• [スキップ]をクリックしない場合、インターネッ 
卜に接続されますのでご注意ください。 


「接続をセツトアップします」►[閉じる] 
をクリックする 


^ ^ダイヤルアップ接提をセットアップします 

-a yead 

インターネッ HmrX 卜に失敗しました 




4再実行します (T) 


4問題を診断します (D) 


4接続をセットアップします (S) 



L 抑 j 


「ia (スタート)」►「接続先」を順にク 
リックする 


q 作成したダイヤルアップのアイコンを選 
択►右クリックして「プ□パティ」をク 
リックする 

「全般」タブの画面で設定を確認する 

パソコンに2台以上のモデムが接続されている場 
合は、「接続方法」欄で「モデム - FOMA L 705 IXJ 
のみにチェックが付いていることを確認します 
(チェックが付いていない場合には、チェックし 
ます)。 

• 「ダイヤル情報を使う」にチェックが付いていない 
ことを確認します（チェックが付いている場合は、 
チェックを外します)。 
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「ネットワーク」タブをクリック►各種設 
定を行う 

「この接続は次の項目を使用します」欄は、「イン 
ターネットプロトコルバージ ヨン 4 ( TCP / 
IPv 4)」にチェックを付けます。 

「 QoS パケットスケジューラ」の設定は、プロバ 
イダまたはネットワーク管理者の指定に従って 
ください。 

• TCP / IP を設定する場合は、[プ□パティ]をクリッ 
クします。設定については、プ□バイダまたはネッ 
トワーク管理者に確認してください。 



「オプション」タブをクリック ► [PPP 設 
定]をクリックする 

すべての項目のチェックを外す ► [0K] 
をクリックする 


ppp^m irfSii 

□ LCP 拡張を使う ( E ) 

〇リフトゥ1ァによる圧縮を行う ( n ) 

□ 単ーリンク接続に対してマルチリンクをネゴシエートする ( M ) 

[ 0 K ][ キゃル] 


「オプション」タブの画面で [0K] をク 
リックする 


Windows XP で設定する場合 


「スタート」►「すべてのプ□グラム」 ► 
「アクセサリ」►「通信」►「新しい接続 
ウィザード」を順にクリックする 

新しい接続ウイザード画面で[次へ]をク 
リックする 


新し〇接蒺ウイザード 


匈 

新しい接続ヴ r ザ-ドの開始 

このゥィザ - ドでは〉欠の手助けをします： 

• イントネットへの接続 

• 職埸で.のネットワークなど©ブライペートネットワークへの接続 


続行吉るには D 欠へ]をク姚てくださ“ 


「インターネットに接続する」を選択 ► 
[次へ]をクリックする 

M 「接続を手動でセットアップする」を選択 
►[次へ]をクリックする 

「ダイヤルアップモデムを使用して接続 
する」を選択 ► [次へ]をクリックする 

「デバイスの選択」画面が表示された場合 
は「モデムー FOMA L705IX」 を選択 ► 
[次へ]をクリックする 

デバイスの選択画面は、複数のモデムが存在する 
ときのみ表示されます。 

nsp 名」欄に任意の名前を入力 ► [次へ] 
をクリックする 
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「電話番号」欄に接続先の番号を入力 ► 
[次へ]をクリックする 



接続の利用範囲を選択 ► [次へ]をクリッ 
クする 

ユーザーの選択を任意で行ってください。 

• パソコンの設定によっては、この画面が表示され 
ない場合があります。 

10 「ユーザー名」「パスワード」「パスワード 
の確認入力」の各欄に入力 ► [次へ]をク 
リックする 

プ□バイダまたはネットワーク管理者から指定 
された設定を入力します。 

•「mopera U 」 または 「 mopera 」 に接続する場合 
は、空欄でも接続できます。 



[完了]をクリックする 

新しく作成した接続ウィザードが表示されます。 

「スタート」►「すべてのプ□グラム」 ► 
「アクセサリ」►「通信」►「ネットワーク 
接続」を順にクリックする 


作成したダイヤルアップのアイコンを選 
択►「この接続の設定を変更する」をク 
リックする 


；ファイル® 


編集®表示祕お気に入り⑻ツール ( D 詳細設定妙ヘルブ ( U ) 


▼ © ▼ 决 P 検索 フォルダ [Th 


丨ァドレス必味ネットワ-ク接続 



「全般」タブの画面で設定を確認する 

• パソコンに2台以上のモデムが接続されている場合 
は、「接続方法」欄で「モデム - FOMA L 705 iX 」 
のみにチェックを付けます。 

• 「ダイヤル情報を使う」のチェックを外します。 



「ネットワーク」タブをクリック►各種設 
定を行う 

• 「呼び出すダイヤルアップサーバーの種類」欄は、 
「 PPP : WindQws 95/98/ NT 4/200 aintemet 」 
を選択します。 

• 「この接続は次の項目を使用します」欄は、「イン 
ターネットプ□トコル（ TCP / IP )」にチェックを 
付けます。 「 QqS バケツトスケジューラ」の設定は 
変更できません。 


23 


次のページへ続く 




































































[設定]をクリックする 

すべての項目のチェックを外す ► [0K] 
をクリックする 



「ネットワーク」タブの画面で [0K] をク 
リックする 


Windows 2000の場合 


「スタート」►「プ□グラム」►「アクセサ 
UJ ►「通信」►「ネットワークとダイヤル 
アップ接続」を順にクリックする 

ネットワークとダイヤルアップ接続画面 
で「新しい接続の作成」アイコンをダブル 
クリックする 

所在地情報画面が表示された場合は「市 
外局番」を入力 ► [OK] をクリックする 

「新しい接続の作成」をはじめて起動したときの 
み表示されます。2回目以降は操作5に進んでく 
ださい。 

4 電話とモデムのオプション画面で [OK] 
をクリックする 

5 ネットワークの接続ウイザード画面で 
[次へ]をクリックする 

a 「インターネットにダイヤルアップ接続 
する」を選択 ► [次へ]をクリックする 


「インターネット接続を手動で設定する 
か、または□一カルエリアネットワーク 
(LAN) を使って接続します」を選択 ► 
[次へ]をクリックする 

「電話回線とモデムを使ってインター 
ネットに接続します」を選択►[次へ]を 
クリックする 

〇 モデムの選択画面が表示された場合は 
「FOMA L 705 iXJ を選択►[次へ]をク 
リックする 

モデムの選択画面は、複数のモデムが存在すると 
きのみ表示されます。 

•「FOMA L 705 iX 」 が表示されていない場合は、「イ 
ンターネットへの接続に使うモデムを選択する」欄 
をクリックして 「FOMA L 705 iX 」 を選択します。 

「電話番号」欄に接続先の番号を入力 ► 
[詳細設定]をクリックする 

「市外局番とダイヤル情報を使う」のチェックを 
外します。 



「接続」タブの画面で画面例のように設定 
を行う 

•「mQpera U 」「mopera」 以外に接続する場合、 
「接続の種類」「□グオンの手続き」の各欄にプロ 
バイダまたはネットワーク管理者から指定された 
設定を入力します。 

接続|アドレス| 

接続の種類 

a PPP (Point to Point ブ□卜]ル〉 (£〉 

17 LC.P 拡張撫妫に相〇: 
r SLIP (Serial Line Internet ブ□トコル〉® 

C 0 SLIP (Compressed Serial Line Jhternet ブ〇トコル〉 (L) 

-□ヴォンの手続き—— 

(7 なし⑽ 

r 手肋で.□ヴォン (m) 

r 口 i ). ォンスクリブトの使用 ( u ): 

ス切ブト(& | mm - I 



24 


次のページへ続く 






























































「アドレス」タブをクリック►画面例のよ 
うに設定 ► [0 K ] をクリックする 

•「mcpera U 」「 mopera 」 以外に接続する場合は、 
「 IP アドレス」 「 ISP による DNS (ドメインネーム 
サービス）アドレスの自動割り当て」の各欄にプ 
□バイダまたはネットワーク管理者から指定され 
た設定を入力します。 



「インターネットアカウントの接続情報」 
画面で[次へ]をクリックする 

「ユーザー名」「パスワード」を入力►[次 
へ]をクリックする 

プ□バイダまたはネットワーク管理者から指定 
された設定を入力します。 

•「mopera U 」 または 「 mopera 」 に接続する場合 
は、空欄でも接続できます。空欄の場合、ユ_ザ_ 
名とパスワードの空白を確認する画面が続けて表 
示されます。各画面で[はい]をクリックします。 



「接続名」欄に任意の接続先名を入力 ► 
[次へ]をクリックする 

「いいえ」を選択 ► [次へ]をクリックする 

[完了]をクリックする 

• 「今すぐインターネットに接続するにはここを選 
び完了をクリックしてください」が表示される場 
合はチェックを外します。 

作成したダイヤルアツプのアイコンを選 
択►「ファイル>1■プ□パティ」を順にク 
リックする 



I ファイル®編集®表示⑼お気に入りが)ツール①詳細設定 ( N ) ヘルブ⑻ 

接続©) 

状態 ( U ) 

新しい接続妙... 

検索3フォルダ0 |啦疋 X め I 

イヤルアップ接続 

画 

丨レ乃ブ新し罐続の1『圓 

コピーの作成® 

シヨ w トカットの作成© 

則除© 

名前の変更(砂 

閉じる ◎ 


種類:タイヤルアップ招続 

状態:切断 



「全般」タブの画面で設定を確認する 

• パソコンに2台以上モデムが接続されている場合 
は、「接続の方法」欄で「モデムー RDM A L 705 iX 」 
のみにチェックを付けます。 

• 「ダイヤル情報を使う」のチェックを外します。 



「ネットワーク」タブをクリック►各種設 
定を行う 

• 「呼び出すダイヤルアップサーバーの種類」欄は、 
「 PPP : Windows 95/98/ NT 4/2000, Internet 」 
を選択します。 

• 「チェックボックスがオンになつているコンポー 
ネントはこの接続で使われます」欄は、「インター 
ネットプロトコル（ TCP / IP )」のみにチェックを 
付けます。 
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[設定]をクリックする 


22 は 


ての項目のチェックを外す ►[0K] 
ックする 



「ネットワーク」タブの画面で [0K] をク 
リックする 



FOMA PC 設定ソフトを使わない通信および通信の 
切断の操作について説明します。 

• 通信する前に FOMA 端末がパソコンに正しく接続され 
ていることを確認してください。 — P 4 
• 通信するときは、設定に使用した FOMA 端末を接続し 
てください。異なる FOMA 端末を接続した場合は、 
L 705 iX 通信設定ファイルの再インス!ルが必要に 
なる場合があります。 

例 ： Windows XP の場合 

「スタート」►「すべてのプ□グラム」 ► 
「アクセサリ」►「通信」►「ネ ッ トワーク 
接続」を順にクリック►設定した接続先 
のアイコンをダブルクリックする 

■ Windows Vista の場合 

「 ia (スタート)」 ► 「接続先」を順にクリック 
►設定した接続先を選択 ► [接続]をクリック 
します。 

Windows 2000の場合 

「スタート」 ► 「プログラム」 ► 「アクセサリ」 
► 「通信」 ► 「ネットワークとダイヤルアップ 
接続」を順にクリック►設定した接続先のアイ 
コンをダブ J レクリックします。 

9 「ユーザー名」「パスワード」を入力►[ダ 
イヤ』レ]をク U ックする 

接続先に接続されます。 

•「mopera U 」 または 「 mopera 」 に接続する場合は 
「ユーザー名」「パスワード」の各欄は空欄のまま、 
[ダイヤル]をクリックしても接続できます。その 
他のプ□バイダやダイヤルアップ接続を選択した 
場合は、「ユーザー名」「パスワード」の各欄に入力 
し、[ダイヤル]をクリックしてください。 

• ユーザー名とパスワードの保存、またはパスワー 
ドの保存にチェックを付けると、次回からは入力 
を省略できます。 

• 0 S の種類によっては、ダイヤルアップを接続する 
と接続の完了画面が表示されます。ただし、以前 
に接続完了のメッセージを表示しない設定にした 
場合は、完了画面は表示されません。 


EB 



2+名 ( U >:[ 


パスワード®: 



ダイヤル®: [*99***3# _ v 


[ タイヤル似 I 匚キャンセル ] I プ□パテイ© I [ ヘルブ ( H 〉 I 



インターネットブラウザを終了しただけでは通信が 
切断されない場合があります。次の操作を行い、確実 
に切断して < ださい。 


パソコンのタスクトレイの 
ダイヤルアップアイコンを 
クリックする 


今 


接続状態を示す画面が表示されます。 


[切断]をクリックする 

■ 通信が切断されます。 



お知らせ 

• パソコンに表示される通信速度は、実際の通信速 
度とは異なる場合があります。 
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AT コマンドについて 

バソコンで FOMA 端末の機能の設定や状態の確認を 
行うためのコマンド（命令）です。通常は通信ソフト 
が AT コマンドを発行するので、 AT コマンドを意識す 
る必要はありません。独自に AT コマンドを入力して 
FOMA 端末を制御したい場合に利用します。 



AT コマンドの入力は八イパーターミナルなどの通信 
ソフトのターミナルモード画面で行います。 

• ターミナルモードとは、パソコンで入力された文字が通 
信ポー上に接続されている回線に送信されるモードの 
こと^:爪します。 

入力例 

ATD 氺99氺氺氺1#0 


-リターンマーク 

-パラメータ：コマンドの 

内容です。 

-コマンド名 

• AT コマンドは、コマンドに続くパラメータ（数字や記 
号）を含めて、必ず1行で入力します。通信ソフトの 
夕ーミナルモード画面では、最初の文字から0の直前 
の文字までが n 行」になります。 AT コマンドも含め 
て256文字まで入力できます。 

• AT コマンドは、コマンドに続くパラメータも含めて、必 
ず半角英数字で入力してください。 
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AT コマンドー覧 


FOMA L 705 iX Modem で使用できる AT コマンドです。 


• 以下のコマンドは、入力可能ですが機能しない無効なコマンドです。 

-AT (AT のみ入力） - ATS 0 (自動着信するまでの呼び出し回数設定） - ATS 6 (ダイヤルするまでのポーズ 
時間設定） - ATS 8 (カンマダイヤルによるポーズ時間設定） - ATS 10 (自動切断までの遅延時間設定） 


AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマン ド実行例 

A / 

直前に実行した AT コマン 
ドを再実行します。入力の 
最後にキャリッジリターン 
( CR ) の入力は不要です。 


A / 

0 K 

AT%V 

FOMA 端末のバージョンを 
表爪します0 


AT%V 

L 705 iX - 
XXXXXXXXX - 
XXXXX - XXX - XX - 
2008 - DCM-JP 

X [XXX XX 

2007 XX : XX : XX ] 
OK 

AT & C < n > 

DTE への回路 CD 信号の動 
作条件を選択します。 

n =0 : CD は常に ON 
n=l : CD は相手モデムのキヤリ 
アに応じて変化する（初期 
値） 

AT & C 1 

OK 

AT & D < n > 

DTE から受け取る回路 ER 
信号がオンまたはオフへ遷 
移したときの動作を選択し 
ます。 

n =0 : ER の状態を無視する（常 
に ON とみなします） 
n =2 :回線を切断し ER が ON から 
OFF に変化すると、オフラ 
インコマンド状態になる 
(初期値） 

AT & D 2 

OK 

AT & F < n > 

すべてのレジスタを工場出 
荷時の設定値に戻します。 
通信中にこのコマンドが入 
力された場合は、回線切断 
の処理が行われます。 

n =0 のみ指定可能（省略可） 


AT & W < n > 

現在の設定値を FOMA 端末 
に記憶します。 

n =0 のみ指定可能（省略可） 

— 

AT*DANTE 

FOMA 端末の電波状態（ア 
ンテナマークの棒の本数） 

を表爪します0 

リザルトの書式： 

氺 DANTE :< m > 
m =0 :圏外の状態 
m=l :アンテナが◦本または1本 
表示される状態 

m =2 :アンテナが2本表示される 
状態 

m =3 :アンテナが3本表示される 
状態 

AT*DANTE 
氺 DANTE :3 

OK 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

AT 氺 DGPIR =< n > 

パケット通信時に、接続先 
への発信者番号の通知/非 
通知を設定します。 

本コマンドの設定は、発信 
時に有効です。 

なお、ダイヤルアップネッ 
トワークの設定で、接続先 
の番号に184 (非通知）/ 
186 (通知）を付けても設 
定できます。 - P 21 

n =0 : APN の設定のまま接続 
n = l : APN に184 (非通知）を 
付加して接続 

n =2 : APN に186 (通知）を付 
加して接続 

AT 氺 DGPIR ? 

:現在の設定値を表示する 

AT * DGPIR =0 

OK 

AT 氺 DGPIR ? 
*DGP 旧: 0 

OK 

AT 氺 DRPW 

FO M A 端末の受信電力指標 
値を表示します（最小値〜 
最大値： 〇〜75)。 


AT 氺 DRPW 
氺 DRPW :25 

OK 

AT + CACM="<pas 

swd >" 

FOMA カードに記録される 
累積課金の値をリセットし 
ます。 

passwd : PIN 2 コード 
入力した PIN 2 コードが正しかった 
場合は、累積課金の値をリセット 
します。 

( PIN 2 コードとし 
て「1234」を入 
力） 

AT + CACM ="123 

4" 

OK 

AT+CBC 

FOMA 端末の電池残量を表 
爪します0 

リザルトの書式： 

+ CBC :< bcs >,< bcl > 
bcs =0 :電池パックより電源が供 
給されている状態 
bcs = l :電池パックより電源が供 
給されていない状態 
bcs =2 : FOMA 端末に電池パック 
が接続されていない状態 
bcs =3 :電源供給エラーによる 

FOMA 端末から発信不可 
の状態 

bcl :電池残量を◦〜1◦◦の数 

値で表示する 

AT+CBC 
+ CBC : 0,70 

OK 

AT+CGDCONT 

パケット通信の接続先 
( APN ) を設定します。 

P 35 をご参照ください。 

P 35 をご参照 < だ 
さい。 

AT+CGEQMIN 

PPP パケット通信の接続確 
立時にネットワーク側から 
通知される QoS (サービス 
品質）を許容するかどうか 
判定する基準値を登録しま 
す。 

P 35 をご参照ください。 

P 35 をご参照 < だ 
さい。 

AT+CGEQREQ 

PPP パケット通信の発信時 
にネットワーク側へ要求す 
る QoS (サービス品質）を 
設定します。 

P 35 をご参照ください。 

P 36 をご参照 < だ 
さい。 

AT+CGMR 

FOMA 端末のバージョンを 
表爪します0 


AT+CGMR 

XXXXXXXXXXX 

XXXXXX 

0 K 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

AT + CGREG =< n > 

ネットワークへの登録状態 
を通知するかどうかを設定 
します。ネットワークから 
応答される通知情報に応じ 
て圏内または圏外を表示し 
ます。 

n =0 :通知なし（初期値） 
n = l :通知あり 

圏内/圏外が切り替わると 
通知する 

AT + CGREG ? 

:現在の状態を表示する 

リザルトの書式： 
+ CGREG :< n >,< stat > 
n :通知のあり/なしの現在の設 
定値を表示する 
stat =0: パケット通信圏外 
stat = l :パケット通信圏内 
stat =4: 不明 

stat =5: パケット通信圏内 （□— 
ミング時） 

AT + CGREG =1 

OK 

(通知ありに設定し 
た場合） 

AT + CGREG ? 
+ CGREG : 1,0 

OK 

(パケット通信圏外 
の場合） 

AT+CGSN 

FOMA 端末の製造番号を表 


AT+CGSN 

XXXXXXXXXXX 

XXXX 

OK 

AT + CMEE =< n > 

FOMA 端末の エラーレポー 
卜の有無を設定します。 

n =0 :通常の ERROR リザルトを 
用いる（初期値） 
n = l : +CME ERROR :< err>U 
ザルトコードを使用し、 

く e 「「> は数値を用いる 
n =2 : +CME ERROR :< err>U 
ザルトコードを使用し、 

く e 「「> は文字を用いる 
AT + CMEE ? 

:現在の設定値を表示する 
右記は誤った PIN □ック解除コー 
ド、および PIN 1/ PIN 2 コードを 
入力した場合の表示例です。 

AT + CMEE =0 

OK 

AT + CPIN ゴ123 
45678"," 1234" 
ERROR 

AT + CMEE =1 

OK 

AT + CPIN ="123 
45678?1234" 
+CME ERROR : 

16 

AT + CMEE =2 

OK 

AT + CPIN = n 123 
45678?1234" 
+CME ERROR : 
incorrect 
password 

AT+CNUM 

FOMA 端末の自局電話番号 
を表爪します0 

リザルトの書式： 

+ CNUM : ，く number 〉 ，く type > 
number :自局電話番号 
type = l 29 

:電話番号に「+」（国際アクセス 
コード）を含まない 
type = l 45 

:電話番号に「+」（国際アクセス 
コード）を含む 

AT+CNUM 
+ CNUM :,"090 XX 
XXXXXX ",129 

OK 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

AT+CPAS 

FOMA 端末への制御信号が 

リザルトの書式： 

AT+CPAS 


使用できる状態かどうかを 

+ CPAS :< pas > 

+ CPAS :0 


表 7 JT します。 

pas 

◦: FOMA 端末への制御信号の送受 
信が可能 


AT + CPIN ゴ < pin >" 

FOMA 端末に PIN コードを 

PIN ! / PIN 2/ PIN □ック解除コー 

AT + CPIN ? 

[,"< newpin >"] 

入力します。 

ドを入力します。 

+CPIN : SIM PIN 



AT + CPIN ? 

OK 



: PIN 1 または PIN 2 コードの状態 
を示します。リザルトコードに 

( PIN 1 または PIN 2 



ついては P 36 を参照してくださ 

コードとして 



い0 

鬥234」を入力） 



※ AT + CPIN によって PIN 認証は 

AT + CPIN ゴ123 



可能ですが、 FOMA 端末には表 

4" 



示されません。ご注意ください。 

0 K 




( PIN ロック解除 
コードとして 
「12345678」、 
新しい PIN 1または 
PIN 2 コードとして 
鬥234」を入力） 
AT + CPIN ゴ123 
45678"," 1234" 
0 K 

AT + CPUC = n < cu 「「 

FOMA カー ドの通貨 テーブ 

passwd : PIN 2 コード 

( PIN 2 コードとし 

ency >","< ppu >"[," 

ルを書き換えます。 


て「1234」を入 

< Passwd >"] 


※入力した PIN 2 コードが誤ってい 

力） 



た場合は、 「 ERROR 」 が表示さ 

AT+CPUC 



れます。 

=" YEN ","0.2","12 

34" 



AT + CPUC ? 

OK 



:現在の設定値を表示する 

AT + CPUC ? 

+ CPUC :" YEN ", 

"0.2" 




OK 




AT+CPUC =? 

OK 

AT + CREG =< n > 

圏内/圏外情報の表示に関 

n =0 :通知なし（初期値） 

AT + CREG =1 


するリザルト表示の有無を 

n = l :通知あり 

OK 


設定します（パソコンの 

圏内/圏外が切り替わると 

(通知ありに設定） 


0 S によっては設定できな 
い場合があります)。 

通知する 

AT + CREG ? 



AT + CREG ? 

+ CREG : 1，0 



:現在の状態を表示する 

OK 

(圏外の場合） 



リザルトの書式： 
+ CREG :< n >,< stat > 

+ CREG :1 



n :通知のあり/なしの現在の設定 

(圏外から圏内に移 



値を表示する 
stat =0: 音声圏外 
stat = l :音声圏内 
stat =4: 不明 

stat =5: 音声圏内（□ーミング時） 

動した場合） 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマン ド実行例 

AT + FCLASS =< n > 

FOMA 端末がサボートする 
通信種別を設定します。 

n=0 : データのみサボート（初期 
値） 

AT + FCLASS ? 

:現在の設定値を表示する 

AT + FCLASS =0 

OK 

AT+GCAP 

FOMA 端末の AT コマンド 
のサボート能力を表示しま 
す。 


AT+GCAP 

+ GCAP :+ CGSM , 

+ FCLASS.+W 

OK 

AT+GMI 

製造元名を表示します。 


AT+GMI 

LG Electronics 

Inc 

OK 

AT+GMM 

FOMA 端末の製品名を表示 


AT+GMM 

FOMA L 705 iX 

OK 

AT+GMR 

FOMA 端末のバージョンを 


AT+GMR 

L 705 iX - 
MSM 409510- 

vxxx - xxx - xx - 

XXXX - DCM-JP 

X [XXX XX 

2007 XX : XX : XX ] 
OK 

AT + IFC =< n >,< m > 

フロー制御方式を設定しま 
す。 

n:DCE by DTE 
m:DTE by DCE 

< n >,< m > のパラメータ 
◦: フロー制御なし 

1: X 0 N / X 0 FF フロー制御 
2: RS/CS ( RTS / CTS ) フロー制 
御（初期値） 

AT + IFC ? 

:現在の設定値を表示する 

AT + IFC =2,2 

OK 

AT + IFC ? 

+ IFC :2,2 

AT + WS 46=< n > 

FOMA 端末が使用する無線 
ネットワークを設定しま 
す。 

n =12 :GSM 
n =22:3 G ( W - CDMA ) 
n =25: 自動切り替え（初期値） 

AT + WS 46? 

:現在の設定値を表示する 

AT + WS 46=22 

OK 

AT + WS 46? 

22 

OK 

AT¥S 

現在設定されている各コマ 
ンド、 S レジスタの内容を 


AT¥S 

El QO VI X 4 

& C 1 & D 2 

S 000=000 

S 003=013 

S 004=010 

S 005=008 

S 006=005 

S 007=060 

S 008=003 

SO 10=001 

OK 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

ATD 

発信処理を行います。 

入力の書式： 

ATD 氺99氺氺 *< cid ># 
cid :+ CGDCONT コマンドで設定 
した APN の登録番号 （ cid ) を1〜 

11で入力します。 

• cid を省略して 「 ATD *99_#」 

と入力すると、自動的に cid 1に 
登録されている APN に発信され 
ます。 

ATD *99 構3# 
CONNECT 

ATE < n > 

コマンドモードのときに 
DTE に対するエコーバック 
の有無を指定します。 

n =0 :エコーバックなし 
n = l :エコーバックあり（初期 
値） 

ATE 1 

0 K 

ATH 

パケット通信時に回線を切 
断します。 


(パケット通信中） 
ATH 

NO CARRIER 

ATI < n > 

認識コードを表示します。 

n =0 : 「NTT DoCoMo 」 を表示す 
る 

n = l :製品名を表示する 
n =2 : FOMA 端末のバージョンを 
表爪する 

n =3 : ACMP 信号の各要素を表示 
する 

n =4 : FOMA 端末の通信機能の詳 
細を表示する 

ATI 0 

NTT DoCoMo 

OK 

ATI 1 

FOMA L 705 iX 

OK 

ATQ < n > 

DTE へのリザルトコードを 
表示するかどうか設定しま 
す。 

n =0 :表示する（初期値） 
ri — 1-表爪しない 

ATQO 

OK 

ATQ 1 

(このとき、 「0 K 」 

は表示されない） 

ATS 3=< n > 

キャリッジリターン （ CR ) 
キャラクタを設定します。 

n =13 :初期値 （13 のみ設定でき 
ます） 

ATS 3?： 現在の設定値を表示する 

ATS 3=13 

OK 

ATS 3? 

013 

OK 

ATS 4=< n > 

ラインフイード ( LF ) キャ 
ラクタを設定します。 

n =10 :初期値 （10 のみ設定でき 
ます） 

ATS 4?： 現在の設定値を表示する 

ATS 4=10 

OK 

ATS 4? 

010 

OK 

ATS 5=< n > 

バックスペース ( BS ) 
キャラクタを設定します。 

n =8 :初期値 （8 のみ設定できま 
す） 

ATS 5?： 現在の設定値を表示する 

ATS 5=8 

OK 

ATS 5? 

008 

OK 

ATV < n > 

すべてのリザルトコードの 
表示を数字または英文字に 
設定します。 

n =0 :リザルトコードを数値で表 
示する 

n = l :リザルトコードを文字で表 
示する（初期値） 

ATV 1 

OK 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

ATX < n > 

接続時の CONNECT 表示 
に速度表示の有無を設定し 
ます。また、ビジートー 
ン、ダイヤルトーンを検出 

n =0 :ビジートーン検出なし、ダ 
イヤルトーン検出なし、速 
度表爪なし 

n = l :ビジー!ン検出なし、ダ 
イヤルトーン検出なし、速 
度表示あり 

n =2 ■ ビジートーン検出なし、ダ 
イヤルトーン検出あり、速 
度表示あり 

n =3 :ビジー!ン検出あり、ダ 
イヤルトーン検出なし、速 
度表示あり 

n =4 :ビジートーン検出あり、ダ 
イヤルトーン検出あり、速 
度表示あり（初期値） 

ATX 1 

0 K 

ATZ < n > 

AT コマンドの設定を、不 
揮発メモリの内容にリセッ 
卜します。通信中にこのコ 
マンドが入力された場合 
は、設定はリセットされま 
せん。 


ATZ 

0 K 
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■コマンド名： + CGDCONT = [パラメータ] 

參概节 

パケット発信時の接続先 （ APN ) の設定を行い 
ます。 

本コマンドは設定コマンドですが、 & F によるリ 
セットは行われません。 

參奎式 

+ CGDCONT 二 [< cid > [ ,"<PDP type 〉" 

[,"< APN >"]]] 

• パラメータ説明 
ぐ加〉※ 1 :1〜11 

く PDP type >: PPP または IP 
く众卩!'^〉※ 3 :任意 

※ l :< cid > は、 FOMA 端末内に登録するパケット 
通信での接続先 （ APN ) を管理する番号です。 
本 FOMA 端末では1〜11が登録できます。な 
お、 < cid >= l (こは mopera . ne . jp 、< cid >=3 
には mQpera.net が初期値として登録されてい 
ます。 

※2 :< PDPtype > は、パケット通信の接続方式で 
す。接続先が対応する接続方式を PPP または IP 
のどちらかから選択して入力します。 
※巳：ぐム卩问ンは、接続先を示す接続先ごとの任意の 
文字列です。 

• コマンド実行例 

abc という APN 名を登録する場合のコマンド 
( cid 2 に登録する場合） 
AT + CGDC 0 NT =2," IP "," abc " 

OK 

• パラメータを省略した場合の動作 
AT + CGDCONT = 

:すべての < cid > を初期値に戻します。 
AT + CGDCONT =< cid > 

:指定された < cid > を初期値に戻します。 
AT + CGDCONT =? 

:設定可能な値のリスト値を表示します。 
AT + CGDCONT ? 

:現在の設定を表示します。 

■コマンド名： + CGEQMIN = [パラメータ] 

參概节 

パケット通信確立時にネットワーク側から通知 
される QoS (サービス品質）を許容するかどう 
かの判定基準値を登録します。 

本コマンドは設定コマンドですが、 & F によるリ 
セットは行われません。 

• 書式 

+ CGEQMIN = [< cid > ["〈Maximum bitrate UL > 
[ ，く Maximum bitrate DL >]]] 

• パラメータ説明 
ぐ〇凶ン※ 1 : 1 〜 11 

く Maximum bitrate UL >^ 2 :なし(初期値) 
または384 

く Maximum bitrate DL > 總：なし（初期値） 
または7,232 
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※ l :< cid > は、 FOMA 端末内に登録するパケット 
通信での接続先 （ APN ) を管理する番号です。 
本 FOMA 端末では1〜11が登録できます。 

なお、く cid >= 1には mopera . ne . jp 、 く cid >=3 
には mQpera . net が初期値として登録されてい 
ます。 

.2 : く Maximum bitrate UL > およびく Maximum 
bitrate DL > は、 FOMA 端末と基地局間の上り 
および下り最低通信速度 [ kbps ] の設定です。 
なし（初期値）の場合はすべての速度を許容し 
ますが、384および7,232を設定した場合は 
これらの値以外での速度の接続は許容しない 
ため、パケット通信が接続できない場合があり 
ますのでご注意ください。 

• コマンド実行例 

(1) 上り/下りすべての速度を許容する場合の 
コマンド （ cid が2の場合） 
AT + CGEQMIN =2 

OK 

(2) 上 D 384 kbps/TD 7,232 kbps の速度の 
み許容する場合のコマンド （ cid が2の場合） 
AT + CGEQMIN =2,, 384,7232 

OK 

(3) 上り 384 kbps / 下りはすべての速度を許容 
する場合のコマンド （ cid が2の場合） 
AT + CGEQMIN =2,,384 

OK 

(4) 上りすベての速度/下り7,232 kbps の速度 
のみ許容する場合のコマンド （ cid が4の場 
合） 

AT + CGEQMIN =4,,,7232 

OK 

• パラメータを省略した場合の動作 
AT + CGEQMIN 二 

:すべての < cid > を初期値に戻します。 
AT + CGEQMIN =< cid > 

:指定された < cid > を初期値に戻します。 
AT + CGEQMIN =? 

:設定可能な値のリスト値を表示します。 
AT + CGEQMIN ? 

:現在の設定を表示します。 

■ コマンド名： + CGEQREQ = [パラメータ] 

• 概要 

バケット通信の発信時にネットワークへ要求す 
る QoS (サービス品質）を設定します。 

次のコマンド実行例に記載されている1種類の 
み設定でき、初期値としても設定されています。 
本コマンドは設定コマンドですが、 & F によるリ 
セットは行われません。 

• 蚩式 

+ CGEQREQ = [< cid >] 

• パラメータ説明 
< cid >^ :1〜11 

※： < cid > は、 FOMA 端末内に登録するパケット通 
信での接続先 （ APN ) を管理する番号です。本 
FOMA 端末では1〜11が登録できます。なお、 
< cid >= l には mopera , ne . jp 、< cid >=3 には 
mopera . net が初期値として登録されています。 
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• コマンド実行例 

上り 384 kbps / 下り7,232 kbps の速度で接続 
を要求する場合のコマンド （ cid が2の場合） 
AT + CGEQREQ =2, 2,384,7232 
OK 

• パラメータを省略した場合の動作 
AT + CGEQREQ = 

:すべての < cid > を初期値に戻します。 
AT + CGEQREQ =< cid > 

:指定された < cid > を初期値に設定します。 




数字表示 

文字表示 

理由 

15 

SIM wrong 

FOMA カード以外の SIM 
(NTT ドコモ以外の 1C 力一 
ド）が挿入されています。 

16 

incorrect 

password 

パスワードが誤っていま 
す。 

100 

unknown 

不明なエラーです。 




i リザルトコードー覧 


数字表示 

文字表示 

意味 

〇 

0K 

正常に実行しました。 

1 

CONNECT 

相手と接続しました。 

2 

RING 

着信しています。 

3 

NO CARRER 

回線が切断されました。 

4 

ERROR 

コマンドを受け付けること 
ができません。 

6 

NO 

DIALTONE 

ダイヤル!ンが検出でき 
ません。 

7 

BUSY 

話中音検出中です。 

8 

NO ANSWER 

接続完了（タイムアウト） 

100 

RESTRICTION 

ネットワークが規制中です。 


■ AT + CPIN ? のリザルトコード 


FOMA 端末の 
状態 

U ザルトコード 

入力待ち 

+CPIN:SIM PIN (PIN 1 コードの 場合） 
+CPIN:SIM PIN2 (PIN2 コードの 場合） 

PIN □ック解除 
コー ド入力待ち 

+CPIN:SIM PUK (PIN 1 コードの 場合） 
+CPIN:SIM PUK2 (PIN2 コードの 場合） 

PIN コード 認証 
済み 

+CPIN:READY 

不適切な コマン 
ドが入力された 
状態 

+CME ERROR:Operation is not 
allowed 

コマン ド誤入力 

ERROR 


お知らせ 

• ATVn コマンド （ P 33) が n = l に設定されて 
いる場合は文字表示（初期値）、 n =0 に設定さ 
れ E いる場合は数字表示でリザルトコードが 
表7]\されます0 
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